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参考展

近世小川の水運―川がつないだ人と地域―

江戸時代、小川・下吉影は水運により、江戸をはじめ各

地と結ばれていました。参考展では小川・下吉影の水運

の歴史などを紹介します。本記事掲載写真の一部も展

示します。

会期　　 １０月２９日（土）から１２月１１日（日）まで

場所　　 小川資料館（小川図書館２階）

休館日　月曜日、１１月２９日（火）

※新型コロナウイルス感染対策防止のため、内容が変更とな

る場合があります。

と
が
わ
か
り
ま
す
。
江
戸
で
の
醤
油
売
上

を
番
付
に
見
立
て
た
『
関か

ん

と

う東
醤し

ょ
う

ゆ油
番ば

ん

づ
け付

』

の
う
ち
、
１
８
３
０
～
４
０
年
代
の
番
付

に
は
釜
屋
・
柳
屋
が
、
１
８
５
０
年
代
以

降
の
番
付
に
は
鍋な

べ

や屋
嘉か

へ

え

兵
衛
（
小
川
）
・

富ふ

じ

た

士
田
惣そ

う

え

も

ん

右
衛
門
（
外
之
内
）
の
名
前
が

そ
れ
ぞ
れ
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
小
川
や

外
之
内
で
醸
造
さ
れ
た
醤
油
は
、
船
に

積
ま
れ
て
霞
ケ
浦
・
利
根
川
な
ど
を
経
由

し
、
江
戸
へ
運
ば
れ
て
い
ま
し
た
。
江
戸

の
人
々
は
、
醤
油
番
付
な
ど
を
参
考
に
、

小
川
・
外
之
内
産
の
醤
油
を
手
に
取
っ
た

こ
と
で
し
ょ
う
。

　

前
述
の
醤
油
蔵
が
い
つ
ま
で
醸
造
を

続
け
て
い
た
か
は
、
定
か
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
一
方
小
川
地
区
で
は
、
明
治
時
代
以

降
に
も
醤
油
醸
造
が
み
ら
れ
ま
す
。
昭
和

13
年
（
１
９
３
８
年
）
の
茨
城
県
電
話
番

号
簿
に
は
、
小
川
（
現
在
の
小
美
玉
市
小

川
・
中
延
）
の
電
話
加
入
者
の
う
ち
幡
谷

仙
三
郎
家
・
幡
谷
庄
次
郎
家
な
ど
、
醤
油

醸
造
業
・
醤
油
味
噌
商
の
家
が
4
軒
掲

載
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
昭
和
20
年
代

に
小
川
で
撮
影
さ
れ
た
醤
油
醸
造
業
者

の
初は

つ

に荷
の
写
真
で
は
、
出
荷
を
祝
う
人
々

が
喜
び
に
満
ち
足
り
た
表
情
を
浮
か
べ
て

い
ま
す
。
資
料
や
写
真
か
ら
は
、
小
川
の

歴
史
の
一
つ
で
あ
る
醸
造
文
化
の
香
り
が

伝
わ
っ
て
く
る
よ
う
で
す
。

小
美
玉
市
の
歴
史
を
知
ろ
う 

59

醤し
ょ
う
ゆ油

醸じ
ょ
う
ぞ
う造

と
小
川

問い合わせ　小川図書館 ・ 資料館　☎ 0299-58-5828

　
日
本
の
食
文
化
に
欠
か
す
こ
と
の
で
き

な
い
醤
油
。
関
東
で
は
、
17
世
紀
後
半
に

銚
子
・
野
田
で
醤
油
醸
造
が
始
ま
り
、
18

世
紀
中
頃
に
な
る
と
関
東
各
地
で
醸
造

が
盛
ん
と
な
り
ま
す
。

　

関
東
で
の
醤
油
産
地
の
多
く
は
、
河
川

流
域
や
霞
ケ
浦
沿
岸
の
地
域
で
す
。
そ
の

理
由
は
、
原
材
料
の
仕
入
れ
や
製
品
の
出

荷
に
、
大
量
に
安
く
運
べ
る
水す

い
う
ん運

が
最
適

な
輸
送
手
段
だ
っ
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
ま

す
。

　

醤
油
の
原
材
料
で
あ
る
小
麦
・
大
豆
・

塩
の
う
ち
、
小
麦
と
大
豆
は
、
霞
ケ
浦
沿

岸
産
の
も
の
が
良
質
と
さ
れ
、
重
宝
さ

れ
ま
し
た
。
銚
子
の
醤
油
醸
造
屋
の
中
に

は
、
文
化
11
年
（
１
８
１
４
年
）
、
小
麦
・

大
豆
の
買
入
れ
に
小
川
の
穀
物
商
と
取

引
を
行
っ
て
い
た
記
録
が
あ
り
ま
す
。

小
川
の
醤
油
醸
造

　

醤
油
は
か
つ
て
市
内
で
も
造
ら
れ
て

お
り
、
な
か
で
も
小
川
を
は
じ
め
、
外
之

内
・
下
吉
影
・
倉
数
な
ど
、
小
川
地
区
に

醤
油
蔵
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。

　

文
政
年
間
（
１
８
１
８
～
３
０
年
）
の

造つ
く
り

醤じ
ょ
う
ゆ油

屋
の
名
前
を
記
し
た
史
料
に

関東醤油番付（1830年代頃）
所蔵・写真提供：土浦市立博物館

語
句
解
説

醸じ
ょ
う
ぞ
う造

　
発
酵
作
用
を
利
用
し
て
、
酒
・
醤

油
な
ど
を
つ
く
る
こ
と
。

水す
い
う
ん運

　
河
川
・
湖
沼
な
ど
の
水
路
を
利
用

し
、
船
で
人
や
物
資
を
運
ぶ
こ
と
。

初は

つ

に荷
　
年
が
明
け
て
、
商
い
初
め
の
商
品

を
、
問
屋
や
商
店
な
ど
が
美
し
く
飾
っ
た

車
や
馬
で
取
引
先
に
送
り
出
す
こ
と
。

は
、
小
川
で
釜か

ま

や屋

伊い

え

も

ん

右
衛
門
・
柳や

な

ぎ

や屋

治じ

へ

え

兵
衛
の
名
前
が

載
り
、
こ
の
頃
に

は
醤
油
醸
造
が

行
わ
れ
て
い
た
こ

醤油初荷の様子（昭和25年）　提供：幡谷哲太郎氏


